
■豊　田　市　企　業　防　災　カ　ル　テ■

防災力評価シート使用方法
手順１．左の設問についてそれぞれ該当する回答を選択し、その得点を記入します(無ければ一番近い回答を選択)

手順２．各項目ごとの得点合計から右のとおり評価値が求められレーダーチャートにプロットされます（自動集計）
手順３．得られた結果より自社の防災力について努力すべき事項や目標を記入しましょう 評価値 防災力

手順４．年一回程度、定期的に評価を行い企業の防災力を向上させましょう ５ 高

設問／得点 ３点 ２点 １点 ０点 配点 １年目得点 評価 ２年目得点 評価 ３年目得点 評価 ↑ ↑

初動マニュアル有無 有 無 3 │ ｜

初動マニュアル配布 社員全員 一部社員 部署に１冊 配布していない 3 例．人的訓練の得点合計が１２点の場合 ↓ ↓

帰宅困難者対応 提供できる 余裕があれば可能 出来ない 3 　　　　　１２／２４×１００÷２０＝２．５(評価値) ０ 低

防災（避難）訓練 実施 無 3 　　　　　人的訓練の評価値（２．５）がレーダーチャートにプロットされます

社員の参加割合 全員 半分 一部 無 3
避難器具体験 有・該当なし 無 3
避難経路マップ 有 無 3

避難経路マップ設置場所 ３箇所以上に設置 ２箇所に設置 １箇所のみ 無 3

【人的訓練】合計点 24

落下物対策の程度 全社員 半分の社員 一部の社員 準備無 3
企業消防隊の有無 有 無 3

役割分担 確認済 未確認 3
避難ルート確認 複数ルートを確認 １通りのルートを確認 未確認 3
一時避難場所 3箇所以上 2箇所 1箇所 無 3

【人的対策】合計点 15

取引先支援要請体制 有 無 3
防災マニュアルの種類 復旧計画など３つ以上 ２つある １つある 無 3
安否確認の手段 3つ以上ある ２つある １つある 無 3
顧客リスト整備 整備済み 整備途中 無 3

データバックアップ頻度 毎日 定期的に 気がついたとき 無 3
非常通信手段 ４つ以上ある ３つある ２つまたは１つある 無 3
地震対策見直し 有 無 3
　防災情報の入手 知っている なんとなくわかる 知らない 3
復旧支援協力体制 要請あれば積極的実施 余力あればする できない 3

【情報】合計点 27

地震予想被害額 把握している 調査予定 把握していない 3
事業再開資金 十分出来る 最低限必要分はできる 営業再開には困難 全くできない 3

社員災害手当制度 有 余裕があれば有 無 3
地震災害保険加入 加入 未加入 3

【金銭】合計点 12

自家発電装置 有 無 3
機械自動停止装置 有　・　該当なし 一部 順次整備 無 3
地震強化地域の認識 知っている・該当なし 　知らない 3
避難誘導灯点検 済　・　避難誘導灯なし　 未 3

建物耐震診断の確認 済・必要なし 未 3
建物耐震化の有無 昭和５６年以降　・耐震化済 予定もしくは耐震化中 予定無し・わからない 3

【物的現状】合計点 18

事務機器等転倒防止 ほとんどしてある 主要機器は実施済み 実施予定 　してない 3
簡易トイレ準備 十分な数準備済み 少し準備済み トイレ用の水のみ準備 準備無し 3

備蓄種類（医療品・工具） ３種類以上ある ２種類 １種類 無 3
ガラス飛散防止 済 主要箇所は済 準備中 未 3
消火設備使用可否 可能　・　該当無 一部問題有り 不可 3

【物的対策】合計点 15

豊田市企業防災カルテURL　http://www.city.toyota.aichi.jp/division_n/ad00/ad18/tanto/bousaikarute/index.html

（項目の得点合計／その項目の合計点）×１００÷２0

【評価】の算出方法

＊項目の得点合計を、満点を５とした場合の値に変換し評価値とします
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